
























松　井　道　昭  ・  横　堀　惠　一
1 パリは、曇り、朝小雨、午後また小雨。



























3 1 月 30 日付 le Figaro 引用の la France 紙がファーヴルは、ビスマルクの食事
の招待を断ったと伝える。

















































































































































































































































21 2 月 1 日付官報がシモン文部大臣とラヴェルテュジョン官房長官とする。
22 2 月 1 日付 le Temps 引用の l’Electeur libre。
23 2 月 3 日付 le Figaro 引用の le Siècle。 
24 出典未確認。



























26 上記 le Temps。
27 上記 le Temps。 
28 上記 le Temps。 
29 出典未確認。
30 パリは快晴。

























33 2 月 1 日付官報記事では、前日、オルレアン線が一部開通し、列車の運行があっ
たこと、リヨン鉄道のパリとショワジー ･ ル ･ ロワ間のバリケードが撤去され
たことを伝えている。
34 2 月 1 日記事と重複。
35 パリは晴。




























39 2 月 7 日 付 le Figaro 引 用 の 2 月 1 日 付 ド イ ツ 紙 la Gazette universelle de 
l’Allemagne du Nord。
40 7 日付官報記事。6 日付命令を 4 日の項に記載する理由が不明である。
41 パリは、晴。
42 パリは曇霧。




























44 上記 le Figaro。
45 パリは小雨。


























48 8 日付 le Figaro 引用の 5 日付独紙 la Gazette universelle de l’Allemagne du Nord
の記事。
49 パリは曇り。
50 10 日付 le Temps。
51 8 日付官報掲載記事。
52 5 日付 le Temps 引用のロシュフォールの le Mot d’ordre 掲載のガンベッタ、
クレミュー、グレ ･ ビゾワン、フーリション連名の 1 月 31 日付命令が帝政下の
大臣、上院議員等であった者の被選挙権がないとした。























































56 2 月 10 日付官報。
57 2 月 9 日付官報掲載の 8 日付パリ市庁命令。但し、半キログラム 47 サンチー
ムの公定価格は維持された。
58 出典未確認。
59 一行は、大山弥助、大原令之助 ( 以上薩摩 )、品川弥二郎、有地品之丞 ( 以上
長門 )、林有造 ( 土佐 )、池田弥市、松村文亮 ( 以上肥前 ) である (『漫遊日誌』)。
60 パリは、晴天。視察使一行を城外に案内した。

























62 12 日付官報は、印刷時刻までに 8 日の投票の開票を終えた区がなく、指定さ
れた 11 日の時間に開票総点検が始まるかは疑わしい旨記載する。
63 パリは、曇。視察使一行と留学生一同記念撮影。
64 出典不明であるが、12 日付 le Figaro は、6 区の開票結果として、ヴィクトル










































議員名 投票数 議員名 投票数
ルイ = ブラン 216,471 ポチュオー 138,142
ヴィクトル = ユゴー 214,169 ロクロワ 134,635
ガリバルディ 200,065 ガンボン 129,573
エドガー = キネ 199,008 ドリアン 128,197
ガンベッタ 191,211 ランク 126,572
ロシュフォール 163,248 マロン 117,353
セッセイ 154,347 ブリソン 115,710
ドレクリューズ 153,897 ティエール 102,945
ジョアノー 153,318 ソーヴァージュ 102,690
シュルシェル 149,918 マルタン = ベルナール 102,188
フェリクス = ピヤ 141,118 マルク = デュフレッス 101,192








































78 2 月 16 日付官報。
79 パリは、晴。
80 2 月 16 日付官報。
81 18 日付 le Temps。
82 パリは、晴。視察使一行と大砲製造所、パン工場視察。



























































86 2 月 19 日付 le Gaulois。ただし、数が合わない。










































































































































































































































3 2 月 20 日付官報。
4 21 日付官報。


























































11 22 日付官報は、2 月 21 日に 26 日までの延期が合意されたとする。
12 パリは、晴。





























16 27 日付 le Temps 引用の 26 日付 la Presse は、ティエールがファーヴルととも






















































22 2 月 28 日付 Le Figaro、3 月 1 日付 le Temps 等に掲載。掲載誌により日付が異
なるのは、夕刊 (le Temps など ) は、翌日の日付で発行される (le Temps の後継紙
le Monde もそうである ) ためと思われる。




24 同共同声明文記載新聞は、l＇Opinion nationale, le Rappel,  Journal des débats, le 
Charivari, le Journal de Paris, la France, le Pays, le Figaro, le Siècle, le Soir, la Presse, 
la Cloche, le Mot d＇ordre, le Droit, le Constitutionnel, le National, l＇Avenir liberal, le 
Messager de Paris, Gazette de France, Echo de commerce, le Moniteur de l＇Agriculture, 
l＇Universe, la Mercuriale des Halles et Marchés, Paris-Journal, le Gaulois, la Liberté, le 
Vengeur, le Temps, la Vérité, la Patrie, l＇Electeur libre, l＇Ami de la France, la Gazette des 
Tribunaux, le Cris du Peuple, l＇Avant-Garde, France nouvelle, le Petit journal, la Petite 




























26 出典未確認。但し、再刊後の 3 月 2,3,4 日付 le Temps は、le Journal des débats
記事を引用し、刑事裁判所の審理が 1 週間延期され、ほぼ総ての商店が閉じ、
その扉に ｢喪に服すため、閉店｣ と書かれていたとする。





























































31 3 月 2 日付官報。同官報は、午後 6 時 5 分発の皇帝廃位等を報告するものと
同 7 時 35 分の暫定講和条約の批准のみを報告するものを掲載する。
32 上記 6 時 5 分発の報告。

























































































5 日付 le Gaulois）。
































40 2、3、4 日付 le Temps 引用の le journal de Saint-Pétersbourg。





























45 8 日付 le Rappel 等。
46 出典未確認。




























49 9 日付 le Rappel には、仏艦隊が仏捕虜を乗せるため、ハンブルグとブレーメ
ンに向け出港する旨報じている。
50 計算上は、約 139 フランとなる。
51 パリは、晴。



























53 3 月 5 日付 le Journal des débats。
54 出典未確認。
55 パリは、晴。
56 10 日付 le Rappel が軍法会議第 3 部とする。
57 上記 le Rappel が被告 13 名のうち 6 名が出廷し、ブランキとフルーランスが
欠席した。11 日付同紙が翌日、7 名が無罪放免、ブランキとフルーランスを扇
動と不法監禁で有罪、死刑とする判決が宣告されたとする。
141
松井・横堀　『巴里籠城日誌』校訂現代語訳（7・8）
した。私もその中にいて聴いていたが、尋問応答の間の言葉は非常に冷静
で、討論は、極めて厳密であった。速記官は、その問答を全て記載した。
これら犯罪者の全ての尋問が終わると、数名の証人が出て、当日の事情や
状態を述べた。ここで再び尋問が始まった。私は、夕暮れ、その役所を出
て帰路に向かったが、まだ、その尋問は、終っていなかった。この判決は、
明日になった。私は、ここでこの役所を出て帰宅した。
　今日に至り、パリ市内は平静で変わったことはなかった。新聞を見ると、
このたび、仏国陸軍大兵学校の規律を改正し、新しい規則を制定し、この
学校をサンシール校と名付けるという58。
（巻の8完）
58 出典未確認。　サンシールはヴェルサイユの隣町で普仏戦争中は、独軍が占
領していた。
